



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































＊「入院紹介」A ＝峡田共立病院内科／ B ＝東京帝国大学医学部小児科／ C ＝東京帝国大
学医学部 科／ D ＝東京帝国大学医学部外科／ E ＝泉橋病院外科
二二
 月　日







 新来  再来  合計
12・10   313 10：10 10：30 11：00
12・11  350   54   404 10：15 10：30 11：00 Ａ（男１名）
12・12  263  194   457 10：00 10：30 11：00
12・13  358  250   608 10：30 11：00 11：00
Ａ（女 1 名）
Ｂ（女１名）
12・14  298  282   580 10：00 10：30 10：30 Ｅ （女１名）
12・15  306  403   709 10：00 10：40 11：00 Ｂ（男１名）
12・16  297  422   719 10：00 10：40 10：40 Ｂ（男１名）
12・17  259  444   703 10：00 11：00 11：00
Ｂ（女１名）
Ｃ（男１名）
12・18  223  539   762 10：30 11：00 11：20
12・19  266  558   824 10：30 11：30 11：30
12・20  247  623   870 10：30 11：00 11：00
12・21  246  560   806 10：20 11：00 11：00
12・22  201  692   893 10：30 11：00 11：00 Ｄ（外科・男１名）
12・23  245  715   960 10：30 11：00 11：00
12・24  175  681   856 10：30 11：00 11：00
12・25  163  967  1,130 11：00 12：00 12：00
合計 4,210 7,382 11,592



















































































診 療 人 員 受付開始
（午後）初診 再来 計
12・10  333   333  3・40
12・11  353   54   407  3・30
12・12  168  217   385  3・00
12・13  320  260   580  3・00
12・14  275  297   572  2・40
12・15  290  364   654  2・30
12・16  256  439   695  2・40
12・17  244  505   749  2・50
12・18  224  562   786  2・50
12・19  202  544   746  3・00
12・20  213  648   861  2・50
12・21  186  608   794  3・00
12・22  200  654   854  3・00
12・23  168  636   804  2・50
12・24  133  657   790  2・50
12・25  162  974  1,136  2・40
 合　計 3,727 7,419 11,146
         
         
一日平均  233  464   697
12・26
医員半数、薬局員・看護婦・事務員全部
出勤。残務整理を終了。
大正一三年の宮内省侍医寮臨時診療所の活動について
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二六
大平町診療所の診療に際しては、全日にわたり大平警察署長以下署員が応
援した。また、日本赤十字病院長佐藤恒丸（一〇日 ･ 一七日）、日本赤十字
社小児科医田中幸一（一三日・一八日）、同眼科医松本保三（一四日・二一日）、
同小児科医長谷部善久（二〇日・二一日・二二日）の応援もなされた。
また、宮内省関係者は当然のこと、それ以外に診療開始日の一〇日には警視
庁衛生部長石井保、同医務課長亀岡慶治、東京市衛生課長田村瑞穂が来訪して
視察しているが、以後も日本赤十字社調剤主幹有賀孝治、内務省社会局技師熊
谷直三郎、東京市施療病院長雨宮量七郎など関係者の来訪が続いている。
そして、二〇日には皇后宮大夫大森鍾一、二三日には宮内次官関屋貞三郎
が視察している。なお、宮内省では診療所の活動を写真班に撮影させ記録を
残している。
おわりに
以上、大正一三年一二月、関東大震災をうけて宮内省侍医寮が中心となっ
た臨時診療所の活動について検討してきた。診療活動は、震災から約一年
三ヶ月後、それも期間は大正一三年一二月一〇日から二五日までと短い期間
であった。そもそも侍医寮は、天皇及び皇族の健康管理を業務とし、一般の
人々を対象とした活動は本来的に想定されていない。にも拘わらず侍医寮が
貞明皇后の思召をうけて、他機関の協力を得て、被災者の診療にあたったこ
との意味を深く考えない訳にはいかない。惨憺たる被害をうけた人々の中に
分け入って診療活動を行ったことの意義には大きなものがある。
確かに約二週間という期間ではあるが、まだまだ不安定な社会状況の中、
通常の業務を疎かにせず、その上での診療活動の負担がどれだけ重いもので
あったかは想像に難くない。そのことは午後四時から同九時の間が診察時間
とされたことからも理解される。侍医達と他機関の医師達は、通常業務を行
い、その上に被災者への診療活動を行ったのである。
また、診療を行った結果、その不十分さから却って民衆の不満をかい、そ
れが宮内省への反感につながることが危惧された。そのために活動開始前に
大正大學研究紀要
　
第九十九輯
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二七
関係機関と綿密な打ち合わせと調整をはかりながら不測の事態にも対応でき
るように準備を整えて臨んだのであるが、その反応には常に神経を張り巡ら
せて対応したであろう。正確な数値は不明であるが、二七日の宮内大臣牧野
伸顕の話にあるように診療をうけた人々は五万人を超えたという。短い期間
とはいえかなりの数である。結果からみても診療活動は、多くの民衆の信頼
を得て見事な成果をあげたのである。
なお、この侍医寮の診療活動を考える際、宮内省巡回救療班の活動は無視
することはできない。註１）に掲げた論稿で述べたように、その活動はかな
り積極的であったことが明らかである。侍医寮側が同救療班の活動に大きな
刺激をうけていたとしても不思議ではない。ましてや貞明皇后の思召があっ
たのならなおさらである。
いずれにしても侍医寮の臨時診療活動は、宮内省巡回救療班同様、貞明皇
后の強い意志を抜きして語ることはできない。こうしたことからも皇室の新
しい姿を模索する貞明皇后の本格的な研究がはじまることを願ってやまない。
註
１）「関東大震災と皇室及び宮内省」（『大倉山論集』第五七輯）、「関東大震
災時における宮内省巡回救療班（一）（二）」（『大倉山論集』第五八、第
五九輯）、「関東大震災と貞明皇后」（『大正大学研究紀要』第九七号）、「関
東大震災と摂政裕仁親王」（『大正大学大学院研究論集』第三七号）など。
２）大正一四年以降に侍医寮による臨時診療活動が行われなくなったのは、
周知のように大正一四年を過ぎると天皇の御病状が極端に悪化し、皇室
を取り巻く環境も全く予断を許さない状況下となったことが大きな一因
であったのではないかと考える。なお天皇は、大正一五年一二月二五日
に崩御する。よって貞明皇后は皇太后となられたので、こうした診療活
動を積極的にバックアップすることはできなくなったこともあったであ
ろう。
３）なお、本会議では出席者へ「設置計画案」が配布されたのであるが、筆
者はそれを確認できていない。
４）診療時間が午後三時から同九時までに設定されているのは、診療に従事
大正一三年の宮内省侍医寮臨時診療所の活動について
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二八
する医師の本来業務への影響と、余程のことがないと仕事を休み受診す
ることが難しい人々の事情を考えてのことと思われる。
５）「侍医」と記された史料の箇所の上部欄外に「侍医ノ名ヲ診療所ニ出ス
コト　可成人ヲ替ヘサルコト」との書き入れがある。
６）この部分が書き込まれた史料の欄外上部に「陛下ヨリ半
（ママ）
頃夜食等ヲ賜ハ
ルコト」との記述がある。
７）診療券の配布については、かなり柔軟な方法も取られていたようで、『東
京朝日新聞』大正一三年一二月一〇日の記事に「皇后陛下の畏き思召に
依り組織された宮内省侍医寮臨時診療部では、本社の歳末巡回慰問部に
対し多数の診療券配布方を依託されたので、本社慰問部では篤志婦人記
者班の手で夫々同情すべき家庭を訪問し畏き思召しに浴せしめることゝ
なつた」とあり、配布の実際が垣間見える。
８）大正一三年一二月一一日付。また同新聞の大正一三年一二月一七日付の
記事でも各診療所に患者が押し寄せ、侍医をはじめ関係者が奮闘してい
ることを報じている。
９）一一日、印刷物の配布のため省丁が鮫ヶ橋診療所・本所深川診療所・日
暮里診療所・三河島診療所に派遣された。
